
発表資料作成のポイント
スライド＆ポスター

第34回大阪府理学療法学術大会 学術局



発表資料作成のポイント -概論-

どんなに素晴らしい内容であっても
見にくければ伝わらない!!

✓ 見やすく
✓ 文字を少なく
✓ 端的に
✓ 参加者に伝えることを意識
✓ 文字の羅列・文章の記述は良くない etc…

KISSの原則：Keep it short and simple = 短く・単純に!!



発表資料作成のポイント -Table of contents-

✓ 発表資料のサイズ

✓ フォント・文字サイズ

✓ 各ページでのポイント
・タイトルページ
・背景
・目的
・方法 (+表作成)
・結果 (+グラフ作成)
・考察
・まとめ,結論

✓ 背景・色合い

✓ 構成 -研究発表 & 症例報告-

✓ 症例報告各ページでのポイント
・はじめに
・症例紹介,評価
・動作評価,治療内容
・考察

✓ その他 (改行, COI, 注意点)

✓ ポスター作成

✓ 引用文献の書き方

✓ 作成手順, 上手になるために

✓ 作成スケージュール

✓ チェック方法

✓ 準備委員長からの一言



本学会既定の発表資料サイズ

スライド：標準(4:3) ポスター： 180cm×90cm (縦)

サイズを設定してから資料作成を進めていく

幅 ：70cm
高さ：140cm に設定
(180×90と同じ縮尺)



フォントのポイント

✓ 文字を小さくしすぎない (小さいと会場では見えない = 伝わらない)

✓ フォントは統一すること (混在すると見にくい…)

✓ おススメフォント
日本語：「MS Pゴシック」 or 「メイリオ」
英 語：「Century」 or 「Calibri」 etc…

※指定(強制)ではありません。

スライド
最低：24ポイント
理想：28 or 32ポイント
タイトルや表題はもっと大きく

ポスター
タイトル：70～90ポイント
見出し ：60～70ポイント
本 文 ：32～40ポイント



背景・色合いのポイント

✓ スライドデザイン (以下の2パターンが無難)

色の数は３色程度に留めて使い分けることが無難

パターン1: 背景色 ⇒黒or濃い青
テキスト⇒白or黄色

パターン2: 背景色 ⇒白
テキスト⇒黒or濃い青



資料内容のポイント

演題登録した抄録内容に沿って作成する

※大幅に異なるは良くない…



構成のポイント -研究発表-

2-3枚 １枚 2-3枚

2-3枚 2-3枚 1枚 1枚

1枚1枚

✓ 1スライド30～60秒程度

✓ 10～15枚程度のスライド数が無難

1枚



構成のポイント -症例報告-

1枚 1枚 1-2枚 1-2枚

1-2枚 1-2枚 1-2枚 1-2枚 1枚

1枚
日本理学療法士協会「症例検討会発表にあたって –第1版-」を参考に作成

1枚



タイトルページ作成のポイント

タイトル：真ん中に配置する
改行の際は要注意

学会名や演題番号を記載してもいい

病院や大学のロゴを
入れるとカッコいい!?

名前と所属を記載

見やすくカッコいいタイトルページを意識することがポイント



背景作成のポイント

✓ 先行研究を元に明らかになっていることを記述する

✓ 明らかになっていないこと、取り組むべきことを強調して示す

「目的」につなげる
ストーリーを意識する



目的(+仮説)作成のポイント

✓ 目的を明確に示す

✓ 必要に応じて仮説の記載も

「目的」はシンプルに明確に
１枚のスライドに大きく示す



方法作成のポイント

➢ 抄録作成で示したこと
を分かりやすく示す

表や写真などを上手に使うことがポイント

➢ 実験方法・計測方法は
再現できるかを意識する



表作成のポイント

A群 B群 p値

症例数 25 30

年齢 20.0 21.5 n.s.

性別 男15 女10 男5 女25 < 0.05

A群 B群 p値

症例数 25 30

年齢 (歳) 20.0±1.5 21.5±1.0 n.s.

性別男/女
(%男性)

15/10
(60.0%)

5/25
(16.7.%)

< 0.05

パターン1

パターン2

✓ おススメはパターン2の表

✓ 罫線は最小限で (特に縦は不要)

✓ 単位の記載は必須

✓ 平均値の場合は標準偏差も記載
(中央値の場合は最小値と最大値)

✓ 表の中には極力数字のみ

✓ 必要に応じて割合の表記も

見やすく分かりやすい表の作成を心がける



結果作成のポイント

✓ 数字の羅列ではなく表やグラフを上手に使用する

✓ 平均値±標準偏差は基本的には表を使用するのが無難

折れ線グラフ 結果の推移や経時的な変化を示すときなど

散布図 相関関係を示すとき

棒グラフ 平均値や中央値、内訳などを示すとき

円グラフ 割合を示すとき (あまり推奨されていない!?)

✓ 結果の内容に応じて適切な種類のグラフを使用する

結果を正確に視覚的にも分かりやすく示すことが重要



グラフのポイント

✓ 結果の内容に応じて適切な種類のグラフを使用する

✓ グラフのタイトルは重要

✓ 単位は必須

✓ 色合いには配慮を

✓ グラフ内の文字の大きさに注意

見やすく分かりやすいグラフを意識する

✓ カッコよさも大切に etc…



考察作成のポイント

➢ 抄録では十分に示していない部分!?

➢ 結果に対する考察
「なぜそうなったのか!?」
「先行研究との比較」
「結果の解釈」 などを示す

➢ 先行研究を上手に引用する

考察部分が最も難しい部分の一つ!?



まとめ・結論作成のポイント

✓ 何をしてどうだったのかを示す ✓ メッセージを端的に示す

発表の時はしっかり読む!!
(「まとめはスライドの通りです」はあまりよくない…)



症例報告 -はじめに- のポイント

✓ 症例報告の背景をしっかりと示すことが重要

あまりよくないパターン… 推奨パターン

※スライドの内容は架空のものです

背景が良く分からない…

今回の症例を報告する意義・ストーリーを示す



症例紹介・評価作成のポイント

✓ 見やすく示す (表などを上手に使うことが大切)

✓ 経過や変化を分かりやすく示す

✓ 文字や数字だけでなく、姿勢や動作などの写真も用いて示す

抄録で書いたことを



動作評価や治療内容のポイント

✓ 動作や治療場面を示すのに写真や図を上手に使用する

✓ 言葉で伝えるのには限界がある



症例報告 -考察-のポイント

抄録で示したことをより詳細に分かりやすく表現する



その他：改行のポイント

✓ 文章が途中で切れる改行は非常に見にくい = 伝わらない

パターン1 パターン2

おススメは
パターン2のスライド

中途半端な改行にならないように工夫する
(サイズの工夫・言葉の工夫・配置の工夫などを用いて)



その他：アニメーションのポイント

ただし、
「不要なアニメーション」
「派手なアニメーション」は避けるべき (伝わりにくくなる可能性あり)

✓ 説明する順番に出していくと分かりやすい!?

✓ おススメは「フェード」(シンプルで使いやすい)

✓ 上手なアニメーションの使用は分かりやすく伝えるために有用

上手に使うことがポイント



その他：利益相反(COI)の開示のポイント

COIなし COIあり

COIなしのことが多い



その他：スライド作成の注意点

✓ Live配信では右上に演者のビデオ映像が映りこみます

演者映像の部分に
文字が被らないような
配慮をお願いします

ビデオ映
像

演者



ポスター作成のポイント

学会会場での掲示Ver. eポスターでの掲示Ver.



ポスター作成のポイント

✓ ポスターのタイプは2種類
タイプ1:スライド配列型

✓ 通常サイズで作成したものを
配列していく

✓ 左上から右下に向けて進めていく

✓ スライド枚数に規定なし

✓ 背景色やバランスに注意する

※左図は一例です

一枚一枚のスライドをしっかり作ることが重要



ポスター作成のポイント

✓ ポスターのタイプは2種類
タイプ2:フリーレイアウト型

✓ 全体を自由に使って作成して
いく

※左図は一例です

✓ レイアウトの工夫が重要

✓ 色合いも重要なポイント

見やすさ・カッコよさが重要なポイント

✓ タイプ2の方がポスター発表
らしさを出しやすい!?



引用文献記載のポイント

✓ 論文の引用：著者名・雑誌名・年代を記載する

例) 大阪ら, 理学療法学 2022
Osaka et al, JPTA 2022

✓ 学会抄録の引用は控えるべき

✓ 書籍の引用：著者名・書籍名・出版社・年代を記載する

記載方法を統一することがポイント

例) 大阪太郎，抄録作成の手引き. 大阪出版 2022



発表資料作成手順のポイント

✓ 各項目ごとにアウトラインをざっくり作成
(何を伝えるのかをメモ程度で…)

✓ 作成しやすいところを随時進めていく
「方法・結果」「症例紹介～最終評価」からが作成しやすい!?

✓ まずは資料のフォーマットを整える

✓ 徐々にデティールにこだわって作成・修正を繰り返す

✓ プレゼンすることも考えながら微調整
(アニメーションなど)



発表資料作成が上手になるポイント

✓ 日頃からパワーポイントでの資料作成に取り組む
⇒上手に見せる様々な小技を習得する

✓ 積極的に学会参加する
⇒発表者の資料から「キレイなデザイン」や「見せ方」を学ぶ

etc…

ぜひ参加して、
今後の資料作りに向けた情報収集も兼ねてください



✓採否通知 (2022年5月10日予定)

✓発表当日 (2022年7月3日)

✓共同演者に随時チェックしてもらう

✓予演会

✓オンデマンド配信用の収録

発表に向けたスケジューリングのポイント

時間に余裕をもって進めていくことが大切

資料提出まで
約1ヵ月!!

✓作成&修正の繰り返し

✓発表原稿の作成も忘れずに!!
(発表練習もしっかりと)

✓発表資料の提出(2022年6月21日)

✓質問対策も入念に



発表資料チェックのポイント

✓誤字脱字チェックは必須

✓資料と原稿の読み合わせで違和感がないかをチェック

✓できるだけ色んな人に聞いてもらう

✓アニメーションのタイミングは案外大切

✓実際にスクリーンに投影して、見栄え(文字の大きさなど)を
確認するのも重要

ケアレスミスはもったいない!!



発表資料作成のポイント –準備委員長からの一言-

By 準備委員長西川篤史先生

発表資料はあなたの『熱意』と『努力』を伝えるツールの１つです。

見る人の目線に立って、丁寧かつ簡潔に想いを表現してみてください。

あなたの『熱意』に共感してくれる人に出会えるかも知れません。



終わりに

「発表資料作成のポイント」が
少しでも役に立てば嬉しい限りです

皆さんの素晴らしい発表を
スタッフ一同、心より楽しみにしています

※資料内のスライドデザインは一例ですので、指定(強制)するものではありません


